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ブロック塀から改修された本町中学校のフェンス

第61回全国植樹祭の様子

「緑が育む　水とみどりあふれる　
ふるさと秦野」の実現を県の電子母子手帳チラシ

救
急
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
し
て

秦
野
赤
十
字
病
院
の
救
急
体
制
強
化
を

﹁
緑
の
中
の
ま
ち
﹂
に
向
け
て

危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
除
去
推
進
を

市
長
は
﹆
社
会
福
祉
法
の
標
準
よ
り
不
足
し
て
い
る

生
活
保
護
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
を
増
員
せ
よ

無
　
所
　
属
　
　
　
古
木
　
勝
久

一
　
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い

て問　
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
一
斉
調
査
に

よ
り
、
小
・
中
学
校
３
校
が
建
築
基
準

法
違
反
と
判
明
し
た
が
、
な
ぜ
通
常
の

法
定
点
検
で
判
明
し
な
か
っ
た
の
か
。

答　
法
定
点
検
に
は
控
え
壁
の
有
無
や

高
さ
な
ど
の
項
目
が
な
く
、
法
の
適
合

性
に
関
す
る
点
検
は
行
わ
な
か
っ
た
。

問　
大
阪
府
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
倒
壊
事
故

は
、
行
政
の
縦
割
り
の
弊
害
で
起
き
た

人
災
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
公
共
施
設

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課
が
統
括
し
て
、
法
定

点
検
を
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　
施
設
所
管
課
で
実
施
す
べ
き
だ
が
、

現
在
策
定
中
の
（
仮
称
）
公
共
施
設
保

全
計
画
で
統
括
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

二
　
防
災
・
減
災
対
策
に
つ
い
て

問　
市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
「
防
災
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
１
０
０
人
計
画
の
実
施
」

と
あ
る
が
、
進
捗
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
26
人
の
登
録
者
が
い
る
が
、
地
区

で
人
数
の
ば
ら
つ
き
が
あ
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
Ｐ
Ｒ
で
確
保
に
努
め
て
い
く
。

自
民
・
新
政
　
　
　
川
口
　
　
薫

一
　
本
市
の
植
樹
及
び
育
樹
事
業
に
つ

い
て

問　
市
内
に
は
、
は
だ
の
桜
み
ち
な
ど

の
桜
に
関
連
し
た
観
光
資
源
が
点
在
し
、

多
く
の
桜
が
植
樹
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
実
績
と
管
理
体
制
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
平
成
20
年
度
に
水
無
川
上
流
へ
お

か
め
桜
を
植
樹
し
た
の
を
皮
切
り
に
、

９
０
０
本
以
上
の
桜
を
植
樹
し
た
。
ま

た
、
寿
命
が
短
い
桜
の
特
性
を
踏
ま
え
、

28
年
度
か
ら
３
年
間
を
か
け
、
市
道
を

ほ
ぼ
網
羅
す
る
街
路
樹
診
断
を
進
め
て

い
る
。
今
後
は
５
年
ご
と
に
診
断
し
、

創
秦
ク
ラ
ブ
　
　
　
加
藤
　
　
剛

一
　
防
災
に
つ
い
て

問　
平
成
30
年
７
月
の
西
日
本
豪
雨
災

害
で
は
酷
暑
の
影
響
で
避
難
所
の
温
度

管
理
の
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ

た
。
有
事
の
際
に
開
設
さ
れ
る
避
難
所

で
の
真
夏
、
真
冬
の
対
策
は
ど
う
か
。

答　
小
・
中
学
校
に
は
空
調
設
備
を
導

入
し
て
い
る
。
高
齢
者
や
乳
幼
児
な
ど

の
要
配
慮
者
は
空
調
の
あ
る
教
室
で
避

難
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
避
難
所
運
営

委
員
会
に
お
い
て
調
整
し
て
い
る
。

意
見 

ス
ト
レ
ス
が
か
か
る
避
難
所
で
、

空
調
が
あ
る
教
室
と
空
調
が
な
い
体
育

館
に
避
難
者
を
振
り
分
け
る
の
は
現
実

的
で
は
な
い
。
健
康
な
人
で
も
体
調
を

崩
す
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
全
て
の
人
を

空
調
の
あ
る
教
室
に
収
容
で
き
る
よ
う

緑
水
ク
ラ
ブ
　
　
　 

横
溝
　
泰
世

一
　
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
対
応
に
つ
い

て問　
昭
和
53
年
に
発
生
し
た
宮
城
県
沖

地
震
は
、
こ
こ
数
十
年
の
中
で
、
甚
大

な
被
害
を
も
た
ら
し
た
自
然
災
害
で
あ

っ
た
。
こ
の
こ
と
を
契
機
に
政
府
は
、

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
倒
壊
に
よ
っ
て
18
名
の

死
者
を
出
し
た
こ
と
を
重
く
受
け
止
め
、

耐
震
基
準
強
化
の
た
め
、
建
築
基
準
法

の
改
正
を
行
っ
た
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
54
年
度
に
「
生

垣
設
置
奨
励
補
助
金
」
の
制
度
を
創
設

し
、
61
年
度
に
は
「
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀

公
　
明
　
党
　
　
横
山
む
ら
さ
き

一
　
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

問　
高
齢
者
に
と
っ
て
死
亡
原
因
上
位

の
肺
炎
を
防
ぐ
こ
と
は
、
健
康
寿
命
の

延
伸
と
医
療
費
負
担
の
軽
減
の
た
め
に

重
要
で
あ
る
。
国
が
65
歳
以
上
の
全
人

日
本
共
産
党 

　
　
　
露
木
　
順
三

一
　
本
市
の
障
が
い
者
雇
用
に
つ
い
て

問　
本
市
職
員
の
障
が
い
者
雇
用
率
が
、

法
定
雇
用
率
を
下
回
る
２
・
32
％
で
あ

る
と
の
調
査
結
果
が
発
表
さ
れ
た
が
、

現
在
ま
で
確
認
が
放
置
さ
れ
た
理
由
と

再
発
防
止
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
か
。

答　
過
去
の
関
係
資
料
が
誤
り
と
の
意

識
が
な
い
ま
ま
引
き
継
ぎ
、
算
定
に
使

用
し
て
い
た
。
今
後
は
定
期
的
に
調
査

を
行
い
、
障
害
の
あ
る
職
員
を
適
切
に

把
握
し
、
計
画
的
な
採
用
に
努
め
る
。

二
　
生
活
保
護
施
策
に
つ
い
て

問　
平
成
30
年
10
月
か
ら
生
活
保
護
基

準
が
引
き
下
げ
ら
れ
る
。
市
長
は
市
民

の
生
存
権
保
障
と
い
う
制
度
理
念
に
立

ち
、
引
き
下
げ
を
取
り
や
め
、
引
き
上

げ
に
転
じ
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
国
の
施
策
で
あ
る
た
め
、
市
と
し

て
答
え
る
立
場
に
は
な
い
。

問　
熱
中
症
が
問
題
と
な
る
中
、
エ
ア

コ
ン
設
置
が
生
活
保
護
費
で
対
応
可
能

と
な
っ
た
が
支
給
人
数
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
現
在
ま
で
に
支
給
し
た
世
帯
は
な

い
が
、
積
極
的
に
利
用
を
促
し
た
い
。

意
見　
待
ち
の
姿
勢
で
は
な
く
地
域
へ

積
極
的
に
仕
掛
け
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

三
　
不
適
切
な
事
務
処
理
に
つ
い
て

問　
平
成
28
年
度
に
頻
発
し
た
不
適
切

な
事
務
処
理
で
は
、
公
文
書
管
理
の
不

手
際
か
ら
起
き
た
事
案
が
多
く
見
ら
れ

た
。
文
書
等
の
取
扱
い
に
関
す
る
規
程

に
基
づ
き
処
理
さ
れ
て
い
た
の
か
。

答　
規
程
を
遵
守
し
て
い
な
い
部
署
が

あ
り
、
今
後
は
周
知
・
徹
底
し
て
い
く
。

意
見　
公
文
書
管
理
で
は
弱
点
が
多
い

旧
来
の
簿
冊
方
式
が
見
ら
れ
る
。
規
程

に
即
し
、
段
階
的
に
取
り
組
む
べ
き
だ
。

桜
の
あ
る
景
観
を
維
持
し
た
い
。

問　
平
成
22
年
度
の
第
61
回
全
国
植
樹

祭
開
催
後
、
既
に
11
回
も
の
秦
野
市
植

樹
祭
が
行
わ
れ
、
市
民
主
体
に
よ
る
森

づ
く
り
が
根
付
い
て
き
た
。
さ
ら
な
る

機
運
醸
成
の
た
め
、
全
国
植
樹
祭
が
行

わ
れ
た
都
道
府
県
で
開
催
さ
れ
る
、
全

国
育
樹
祭
を
誘
致
し
て
は
ど
う
か
。

答　
全
国
育
樹
祭
は
全
国
植
樹
祭
か
ら

続
く
一
連
の
取
り
組
み
で
あ
る
と
捉
え
、

29
年
度
か
ら
県
へ
要
望
し
て
お
り
、
全

市
一
丸
と
な
っ
て
誘
致
を
実
現
し
た
い
。

二
　
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
周
辺
整
備
に

つ
い
て

方
針
を
改
め
る
べ
き
で
あ
る
。

二
　
秦
野
赤
十
字
病
院
に
つ
い
て

問　
救
急
救
命
士
の
病
院
実
習
を
効
果

的
か
つ
効
率
的
に
行
う
こ
と
が
で
き
、

ま
た
、
救
急
車
に
医
師
が
同
乗
し
て
出

動
し
、
救
命
率
の
向
上
も
期
待
で
き
る

「
救
急
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
設

」
の
除
去
に
対
す
る
補
助
制
度
を
創
設

し
た
。
以
降
、
「
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等

除
去
推
進
強
化
年
」
を
定
め
る
な
ど
、

防
災
上
の
観
点
か
ら
安
全
・
安
心
な
日

常
生
活
の
環
境
づ
く
り
を
促
進
し
て
き

た
が
、
約
30
年
余
り
が
経
過
す
る
中
、

充
足
さ
れ
た
環
境
に
は
至
っ
て
い
な
い

現
状
で
あ
る
。

　

危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
除
去
に
併
せ
た

生
垣
設
置
の
奨
励
は
、
防
災
上
の
観
点

か
ら
も
有
効
で
あ
っ
た
が
、
緑
化
思
想

の
普
及
・
啓
発
な
ど
に
よ
り
「
緑
の
中

の
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
、
「
緑
が
育

む　

水
と
み
ど
り
あ
ふ
れ
る　

ふ
る
さ

口
を
対
象
に
実
施
し
た
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
の
定
期
接
種
は
最
終
年
度
を
迎
え

た
が
、
周
知
不
足
の
た
め
接
種
率
は
５

割
以
下
で
あ
る
。
未
接
種
者
に
対
し
市

で
救
済
措
置
を
取
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
平
成
30
年
度
で
経
過
措
置
期
間
が

終
了
す
る
た
め
、
国
に
お
い
て
31
年
度

以
降
の
対
応
を
検
討
し
て
い
る
。
国
の

動
向
を
注
視
す
る
と
と
も
に
他
市
町
村

の
実
施
状
況
を
調
査
し
て
い
く
。

二
　
電
子
母
子
手
帳
の
活
用
に
つ
い
て

問　
乳
幼
児
期
の
感
染
症
被
害
を
予
防

す
る
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種
を
管
理
補

助
す
る
電
子
母
子
手
帳
の
利
用
者
が
少

問　
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
が
社
会
福
祉
法

の
標
準
数
に
達
し
て
い
な
い
が
ど
う
か
。

答　
現
在
、
常
勤
職
員
が
４
人
不
足
し

て
お
り
、
関
係
部
署
と
協
議
し
た
い
。

三
　
防
災
・
災
害
対
応
施
策
に
つ
い
て

問　
大
規
模
災
害
で
の
要
配
慮
者
・
避

難
行
動
要
支
援
者
に
関
す
る
事
前
の
対

策
が
重
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
対
象
者
に
同
意
を
得
た
上
で
、
避

難
行
動
要
支
援
者
名
簿
を
事
前
に
組
長

な
ど
に
配
布
で
き
る
体
制
を
整
え
る
と

と
も
に
、
避
難
支
援
対
策
の
手
引
き
に

つ
い
て
も
、
改
定
を
行
い
た
い
。

意
見　
平
成
25
年
度
に
示
さ
れ
た
は
だ

の
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
建
設
に
伴
う
利

便
施
設
周
辺
の
土
地
利
用
方
針
に
基
づ

き
、
名
水
は
だ
の
富
士
見
の
湯
が
整
備

さ
れ
た
が
、
周
辺
の
整
備
は
進
ん
で
い

な
い
。
37
年
度
に
は
、
は
だ
の
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
単
独
で
の
処
理
体
制
と
な

る
た
め
、
交
通
量
の
増
加
な
ど
状
況
の

変
化
を
見
据
え
、
早
期
に
地
元
の
思
い

を
踏
ま
え
た
方
向
性
を
示
し
て
ほ
し
い
。

置
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
救
急
隊
員
の
資
質
向
上
、
救
急
隊

全
体
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
、
医
療
機
関
と

の
連
携
に
よ
り
本
市
の
救
急
医
療
体
制

の
強
化
が
期
待
で
き
る
の
で
、
開
設
を

見
据
え
て
調
査
研
究
を
行
っ
て
い
く
。

要
望 

実
質
的
な
目
に
見
え
る
メ
リ
ッ

ト
の
ほ
か
に
も
、
秦
野
赤
十
字
病
院
の

救
急
部
門
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
少
な

か
ら
ず
効
果
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
考

慮
す
べ
き
問
題
は
あ
る
が
、
万
難
を
排

し
て
設
置
す
る
価
値
が
あ
る
と
確
信
し

て
い
る
の
で
必
ず
実
現
し
て
ほ
し
い
。

と
秦
野
」
を
実
現
す
る
た
め
、
職
員
の

感
性
を
生
か
し
た
積
極
的
な
事
業
を
展

開
し
、
市
民
と
共
に
環
境
整
備
を
図
っ

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
今

後
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

答　
引
き
続
き
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
除

去
に
努
め
る
と
と
も
に
、
緑
の
基
本
計

画
に
基
づ
き
、
緑
地
の
確
保
が
図
れ
る

よ
う
、
今
後
も
積
極
的
に
事
業
を
展
開

し
て
い
き
た
い
。

な
い
た
め
、
Ｐ
Ｒ
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　
予
防
接
種
日
程
の
管
理
機
能
の
ほ

か
、
非
常
時
に
も
電
子
母
子
手
帳
が
活

用
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
を
周
知
し
、
さ
ら

な
る
普
及
に
努
め
て
い
く
。

三
　
生
物
多
様
性
の
保
全
に
つ
い
て

問　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
15
番
目
の
目
標
の
自

然
資
本
の
保
全
は
市
民
生
活
の
質
の
向

上
に
つ
な
が
る
。
①
生
物
多
様
性
地
域

戦
略
の
策
定
は
、
②
絶
滅
危
惧
種
の
生

物
保
全
活
動
の
状
況
は
、
ど
う
か
。

答　
①
次
期
緑
の
基
本
計
画
で
生
物
多

様
性
の
内
容
を
組
み
込
む
予
定
で
あ
る
。

②
絶
滅
危
惧
種
な
ど
が
生
息
す
る
６
カ

所
を
生
き
物
の
里
に
指
定
し
特
色
を
生

か
し
た
保
全
活
動
に
努
め
て
い
る
。
今

後
も
秦
野
の
自
然
を
市
民
の
宝
と
し
、

生
活
の
質
を
上
げ
る
活
動
を
展
開
す
る
。

ケースワーカーの増員を

救急ワークステーションの設置を

全
市
一
丸
と
な
っ
て

全
国
育
樹
祭
の
誘
致
実
現
を

ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど

公
共
施
設
の
安
全
点
検
に
努
め
よ

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の

未
接
種
者
へ
の
救
済
を

一
般
質
問
一
般
質
問
は

４
面
・
５
面
に
も
掲
載

（

）




